
ほけんだより 
夏休み明けの一週間が終わりましたね。 

今回の内容は、―研修報告― です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青森県立大間高等学校 

養護教諭 小林 智美 

令和８年 ８月２８日 

No.6 

8 月 20日（木）13：30～14：30、

１階選択教室において、八戸学院大学 

教授 種市 朋哉 氏を講師に、教職員

対象に研修会を行いました。教職員向け

の研修ですが、「みなさんを想い、こんな

ことを学びましたよ・・・」少し共有し

ますね。 

私が心に響いたことは、「生徒の自主性

を重んじるあまり、教師自身の甘えにな

っていないか。」「もっと影響を与える人

になれ。」という言葉です。これからは、

これまで以上に考えや学びを深め、“私は

こう思う”を伝えていきたいと思いまし

た。 

講師に質問をする原子先生と今先生 

また、高校生ですから、近い将来、親になる人もい

るでしょう。種市教授より『親業』という書籍の紹介

がありました。著者であるトマス・ゴードン博士は、

親の役割を果たすことは、「一人の人間を生み、養

い、社会的に一人前になるまで育てる」仕事にたずさ

わることであるといいます。また、「子育ては、この

世で最も尊いこと」とある書籍で読んだこともありま

す。ですから、性別に関係なく、職種「親業」を通じ

て、積極的に子に影響を与え、相互に成長できれば、

幸せなことだと思います。 

こちらも 

おすすめ 
定価 398円 

教室は道場である。 

教室を生徒自ら整えることで、

心が整っていく。 


